


























































































Abstracts of the 21st Meeting of Yamagata
Electrophysiological Research Group
－142－
ン学科）
　大脳皮質運動野の機能局在を示すものとして２０世紀半ばに提示さ
れたペンフィールドの「こびと像」が有名である。しかし現実には
この図の解釈のみが一人歩きし、この基となった本来の実験結果に
目を向ける研究者は僅少である。流布している解釈を要約すると、
①運動野は身体各部の筋を単独に駆動できる、②それらの部位は一
定の順序で配列されている、そして、③各部位の領域は微細で複雑
な運動に関わる筋ほど広い領域を締める。いわば筋再現説の極致で
ある。他方、実際の運動野内の仕組みはそんな単純なものではな
く、運動のパターンとして割り振られている、とする考え方（運動
再現説）が当初から少数意見として存在し続けた。この発表では、
両者の推論の根拠となった過去の実験結果を整理・総括し、さら
に、演者も関係した近年の神経組織学・生理学の研究成果が、後者
の考え方が妥当であることを示す具体的な証拠をもたらしたことを
解説する。
